
学生は、県のAI・AX事業を
“運営の内側”から見て、県へ提言する AX＝AIを起点に仕事や組織を変えること

県内企業の課題を当事者から聞き、AI活用の現場を見て、県へ提言としてまとめる。
教室だけでは得られない経験を、社会で活きる実践力へ変えるAI・AXプログラムです。

参加スケジュール ※大学との調整により変更となる場合があります

9/24〜10/16

応募受付
・説明会

→

10月中旬

学生選出

10名程度

→

11月上旬

キックオフ

チーム編成

事前学習

→

11/12

ワークショップ
＠鳥取大学

1日

→

12月〜1月

運営参加

伴走に同席

関係機関取材

→

2月

成果発表

県への提言

を発表

募集概要
対象大学
鳥取県内の大学

対象
全学部の学生（全学年対象）

募集人数
10名程度

持ち物
ご自身のPCをご持参ください

参加特典
参加決定時に1万円分の
ギフト券をお渡しします

説明会・応募はこちら
スマートフォンで
読み取ってください

主催 ｜ 鳥取県 商工労働部 雇用人材局 産業人材課

共催 ｜ 鳥取大学

企画・運営受託事業者 ｜アンドドット株式会社

お問い合わせ｜アンドドット株式会社

担当 ｜ 法花（ほっか）

TEL ｜ 080-1946-4999（平日9:00〜17:00）

MAIL ｜ takumi.hokka@and-dot.co.jp

学生だからこそ参加できる、県の事業の実践プログラム

とっとりAI・AX実践プログラム｜学生募集

鳥取での挑戦を、
未来の自分の強みに。
企業の“リアルな課題”が、あなたの学びになる。

参加学生 募集！



W H Y  J O I N ?

この経験は、就職活動でそのまま話せる
生成AIを使ったことがある学生は、もう珍しくありません。

今求められているのは、実在する企業の課題に、AIで向き合った経験です。

01

AIをどこに
使うか決める
使えるだけでは差がつ
きません。実企業の課
題を整理し、AI活用の
道筋を描きます。

02

事業の内側を
運営目線で見る
県の事業がどう動くの
かを、運営の側から間
近で見ます。

03

経営の目線で
AIを語る
経営層が何を不安に
思い、何に投資するの
か。その判断の場に立
ち会います。

04

県への提言を
自分の言葉で
見て聞いたことを提言
にまとめ、企業や支援
機関の前で発表しま
す。

STEP 2｜ワークショップ

実企業の課題を
当事者から直接聞く
県内企業のグループに入り、課題整理とAI活用のアイデア出しに参加。
聞き取った内容は、2週間かけて課題レポートにまとめます。

課題解決の実践経験は、業界を問わずガクチカになります。

得られるもの｜課題整理力・レポート作成力・業種別の視点

STEP 3｜運営参加

県の事業を運営の内側から見て
関係する人たちに話を聞く
伴走支援のオンライン定例に同席し、企業の課題がどう解決へ向かう
のかを追います。
あわせて鳥取県・支援機関・メンター企業・受講企業へインタビュー
し、この事業が誰のどんな関わりで動いているのかを、当事者の言葉で
確かめます。

県の事業に運営側で関わった経験は、そのままガクチカになります。

得られるもの｜事業運営を見た経験・インタビューの実践・企業と
の接点

STEP 4｜成果発表

企業の課題に対する
学生視点のDX提言を発表
ワークショップで企業から上がった課題をもとに、学生の視点でDXの
立案を行います。
成果発表会で、企業への具体的な提言として発表します。

実企業の課題に対して、AI・DXで解決策を立案・発表した経験は、そのま
まガクチカになります。

得られるもの｜課題解決の構想力・プレゼン力・
企業への提言の実績

HOW IT WORKS

STEP 1｜キックオフ・事前学習

企業が求めるAI人材像と
この事業の全体像を知る
キックオフで提言の枠組みを共有。AIの基礎を学び、企業向け研修に
も任意で同席します。
※会場の状況により参加できない場合があります。

経営視点でAIを語れる学生は貴重。就活でも強みになります。

得られるもの｜AIの基本・経営視点でのAX戦略・
経営層の思考

本事業は厚生労働省の「地域活性化雇用創造プロジェクト」の採
択を受け、地域に良質な雇用を産み出すため鳥取県が実施する
事業（通称：地プロ）です。

学んで、聞いて、見て、伝える。
あなたの5か月間。


